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1　論 文
すれちがう不幸な教師と生徒の群
一教育改革論議によせて一
岸　本
?
1．はじめに一荒廃する学校
　第三の教育改革ということで臨時教育審議会がさまざまな改革論議を出した1985年には，そ
の前途を象徴するかのように学校教育の現場では体罰といじめの事件が一挙に吹き出した。そ
の体罰の実態は，例えば，同年9月20日号の朝日ジャーナルによると，中学2年生の少女が校
長室に入ると5人の先生が待っていた。「覚悟しとけよ」と言っていきなり殴られたが，何発
殴られたかは覚えていない。よろけるところを髪の毛を掴んで引きずり回され，帰宅した娘の
膨れあがった顔と怯えた目を見て，母親は卒倒しそうになった。いかに非行防止の名目でも大
の男達が一少女にこれほどの乱暴を……とルポルタージュの男性記者も思わず息をのんでい
る1）。
　何故こうなっているかにっいて，まず深く心に留めておきたいことは，校内規律を守らせる
　　表1　「民主教育を進める坂戸市民　　　ためには体罰もやむなしとする教師たちがおり，親
　　　　　　会議」（1985年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　たちにも体罰肯定派が少なからずいることである。○なぐったことがありますか
　　　　　　陣校1中⇒高校表1は埼玉県の小’中’高校獅百人のアンケート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査の結果であるが，7割り近くが殴った経験を持｝ま　　　　　　　レ、　　　　20　　　　　23　　　　　18
い　い　え　　　9　　4　　14　　ち，また体罰を肯定している。調査者は「体罰否定
○教育上体罰は必要だと思うか　　　　　　を打ち出している組合員のみの調査でこれだから・
　　　　　　1小学剰中学∋高校実態はも・と多V・はず」と言・てv’る2’・
必　　　要　　　2　　　4　　　2　　　そしてある小学校のPTAでは体罰を批判した母
ある程度必要　　17　　14　　17　　親が反撃され，　「鉄は熱いうちに打てと言う。叩か
不　必　要　　　8　　　8　　　14
　　　　　　　　　　　　　　　　　　れるからこそ意志の強い人間になる」という担任教
1
師の勇ましい発言に拍手がわき，　「そうです，ビシビシやって」という声が起こり，ほぼ全員
が体罰賛成に手を上げたという。これでは子どもたちが浮かばれないだろう。愛知県高教組の
調べでも，体罰を受けた生徒側の反応は，　「反省し納得した」17．8％に対し，　「叱り方が納得
できない」「腹が立った」などの反発が7割を越えている3）。
　子どもたちの心が鉄どころか，ガラスのように壊れ易く，絹のように繊細な神経の持ち主で
あることをはからずも，岩手県教組のまとめた一冊の本「子供たちからの教育改革」が訴える
ことになった。これは5000人の生徒が日頃教師に対して抱いている気持ちを回答したものを収
録したものだが，その中から教師たちに言って欲しくない言葉として生徒たちがあげているも
のをピックアップすると4），「バカでも『バカ！生命保険に入って死ね』などと言って欲しく
ない」…「なんでもかんでもrお前はダメだ。クズだ』みたいな感じのことは言わないでくだ
さい」…「先生がr内申書のことはおれ次第だ』と自分で言うのはどうでしょうか」…rお前
の親はこうだから，お前もこうなった』などと親のことを出すな。親の悪口は一番くやしい」
…以上中学生。
　「容姿・身体・体形など遺伝的なことをズバリ言わないで。例えば足が太い，座高が高い，
太っている，背が低い，さらに，老けているなど」…「いかにも自分が賢く，生徒がアホみた
いな言い方は止めてほしい」…「生徒の将来を否定するような，二度と立ち上がれないよう
な，けなし方はしないでください。挙げ句の果てにrお前は人間じゃない』なんて言ってはな
らないことです」一以上高校生。
　逆に「こんなこと言われた時には先生が好きになった」としてあげているベスト5は，　「が
んばれよ」　「やればできる」　「がんばったな」　「よくやった」　「いいそ」。
　彼らが激しい成績主義の競争教育の中で教師の言葉のはしばしに一喜一憂し，自尊心を傷つ
けられたり，劣等感にさいなまれている様がよく解る。5千人の中・高校生の回答を読んでま
とめた岩手大の山本実教授の読後感は，　「頭の悪い人間はどう生きたらいいのですか」という
ところまで，子供たちが掛け値無しに追いっめられていることだった。
　一方いじめを苦に自殺した生徒は，前年より2人増え9人。いずれも中学生，うち4人は女
子。その実態は5），例えば子どもの頃から瑞息で，内向的だった1年生の女子は，同級生から
「病気がうつる」　「バイ菌」などといじめられ，無視されるようになって自殺した（大阪）。
体力が弱く，内向的な男生徒は級友から再三金をせびりとられたり，殴られたのを苦に自殺
（静岡，福島，青森）。2年の男生徒は，いじめられていることを父親に相談したことで，「チ
クッた」とさらにいじめられ自殺した（群馬）一弱者，内向的な者がいじめられているのが
目立つ。そして86年に入ると「葬式ごっこ」に送られ，「生き地獄」という言葉を残して2月
のはじめに父親の郷里の近くまで行って自殺した東京中野の中学生事件で一っのピークに達し
たかの感がある。この件は後に裁判になった。
2
　1972年の総理府の11ケ国の青年意識調査（図1）に協力し，「日本のそれも18才の若老が世界
で最も人間不信が強く，一番友達を持たないことにショックを受け」て，自ら設立したという
　　　　　　　図1　「世界の青年・日本の青年」（10才～15才）総理府（1972年）
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本青少年研究所の千石保所長，彼の日米いじめ調査（1985年）によると6），校内暴力の本場の
うに言われる米国よりも，いじめの暴力被害は日本の方が多い。学校が楽しくない理由にい
めをあげる生徒は米国の6倍，いじめを見たら止める子は米国は4割いるのに，日本は2割
下。見て見ぬふりをするか，同調者が多い。一方自分の勉強机を持っている中学生は米54％，
本96・／。。放課後日本の子どもの76％は友達と全く遊ばないが，それを誰も不思議に思ってい
い。「驚くほどの勉強中心主義。殆どビョウキです。日本病です。その抑圧や欲求不満のは
け口が，子ども同志のいじめ合いになっているのではないか」と言っている。
　家庭内暴力が問題になった頃，東京のエリート高校生の金属バットによる両親殺害事件が起
こった（1980年）。次いで対教師暴力が吹き荒れると，今度は対教師暴力で荒れていた東京の
1中学で，教師が逆に生徒を刺すショッキングな事件までが派生した（1984年）。ともに当時
世間の耳目を集め，家庭内暴力や登校拒否にっいては戸塚ヨットスクール事件などを派生しつ
っも，長野県の篠ノ井旭高校や愛知県の寺などその種の子どものみを集めて指導するおとなの
側の努力が今なお続けられている。一方対教師暴力では，上記の忠生中学事件をきっかけに教
師，父母の連帯で生徒の側に立って学校ぐるみで克服しようとする動きも活発となり，これを
克服した同校や同じ都内の奥戸中学，更には前述の中野富士見中学等の実践活動が注目されて
いる。前述の岩手県教組の「子どもたちからの教育改革」の出版も，その流れに沿った取り組
みとして高くかわれている。これらの教育実践で確認されたことは，1）教師が子どもたちの
現実から出発し，子どもの悩み，父母の願いに応える，2）学校ぐるみの文化活動と生徒の自
治をつくりあげる，3）地域の父母，住民の協力と参加を学校の中に組織する等である7）。
　しかしその一方で子どもの側からのおとなに向かっての反発，家庭内暴力や対教師暴力が多
少下火になるにつれ吹き出してきたかに見えるこの体罰といじめの実態。つまり前述のような
おとなの側からの子どもへのすさまじい攻勢と，子ども同志のこれまたすさまじいいじめ合い
の実態を見ていると，そこに暗い影を感じる人も少なくないのではないか。特に前述の学校内
外の強い体罰歓迎ムードを見れば，家庭内暴力，対教師暴力が多少下火となったその一方で，
このように子ども同志のいじめ合いが吹き出したのは，むしろおとなの側からの体罰を含む子
どもに対する攻撃，管理体制が強まって子どもたちが逃げ場を失ったせいではないか，と千石
所長のように疑いを抱く人が出て来るのも当然かも知れない。そして1986年に入っても法務省
の調べでも，ピークはすぎたというものの体罰もいじめも減るどころか依然としてふえている。
2．　戸惑う教師たち
　我々多くの教師（例外ももちろん少なくはないであろうが）は，第2次大戦後ずっと子ども
たちに教育基本法にあるように「平和的な国家及び社会の形成者として……真理と正義を愛」
する，善良な行動を育成しようと日夜努力してきたつもりであった。それなのに，こと志とは
違って逆に，してはならない，あってはならないと思っている行動（非行）を子どもたちが知
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h
らず知らずのうちに次々と身につけてきた。無気力でやる気を無くしたり（三無主義，五無主
義，アパシ，怠学，退学，登校拒否），大量の敵意を醸成し，まずはそれを親や教師に向かっ
て，次いでスケーブゴートの仲間に向かって発散させ自殺にまで追いやっている。このような
すさまじい現象をまのあたりにし，かつは驚き，かつは失望し，戸惑い呆気にとられていると
一4
　　いうのが，多くの善良な？　教師（私を含めて）の今の姿ではないかと思う。その証拠は「子
　　どもが見えなくなった」という，最近の教師たちの言葉に最も端的に表れている。だからいじ
　　められた子どもの自殺事件が起こる度に，「それほど深刻な状態になっているとは知らなかっ
　　た」という言葉が担当教師たちの間で繰り返されている。そしてあれ程目をかけてやった子ど
　　もたちが卒業してしまうと，なぜ声をそろえて「ハゲ，ジジイ！　シネ」等という罵声を浴び
　　せかけてくるのか。長い教師生活ではかつてなかったことだと，淋しがるこの道一筋に生きて
　　きた古老の教師たちの肩を落とした姿が何ともわびしい8）。
　　　登校拒否，家庭内暴力，対教師暴力，いじめと思いもかけなかったことがこうも続いて起こ
　　ると，中には民主的にやってきた自分のこれまでのやり方が間違っていたのではないか？　特
　　に前述の非行等はおとなの側の強い攻勢で下火になったような点もある。またその成果を認め
　　るかのような「今までのやり方ではなまぬるいそ」と言う，同僚たちの叱咤激励（～）の声も
　　　　　　　　　　　しつ　　高まる。そして厳しく躾けて，という外野席の声も次第に熱を帯びてくる。特に臨教審がご執
　　心の教職適格審査会等でも設置されては，見えなくなった子どもがいじめで自殺事件や殺人事
　　件を起こしたらアウト，よってたかって叩かれ一巻の終わりになってしまう。教員志望以来ず
　　っと持ち続けてきた理想一常に生徒の側に立ち，どんな時でも生徒の味方でありたい一を
　　棄てて，半信半疑のまま，鉄はやはり熱いうちに叩かねばならぬかと，世間の風潮に同調して
’　いこうとしている者も少なくなくなっているのではないか？　これは教育実習から帰って来る
　　学生たちの現場教育への反応が，最近微妙に変わって来ていることなどからもひしひし感じら
　　れるところである。今や重大な曲角にさしかかっている，いや既に曲がったのではないかとす
　　ら心配されるのである。
　　　このように子どもたちが親や教師の意図とはまるきり違って，むしろ逆の行動を識らず知ら
　　ずのうちに身につける。そして親や教師の前に次々に登場して驚かせ，教師たちに子どもたち
　　が見えなくなったと嘆かせるようになってきた過程は，むろんそんなに単純な道筋ではなかっ
　　たであろう。しかしジョン・ホワイティングの次のような「羨望」に基づく説明は9），このメ
　　カニズムをときほぐしてくれる重要な手がかりを与えてくれているように思う。
3．　ホワイティングの羨望による説明
　我々は通常最も基本的な態度や習慣を，幼児期に両親との相互作用を通じて学習する。両親
は幼児の要求を最初に充たし，また安楽にしてくれ，不可能を可能にしてくれるので，典型的
な場合幼児は両親をたいへん頼もしく思い，強い好意的な態度を発展させる。そして早く自分
も両親のようになりたいと，憧れから強い羨望の念を抱く。こうして幼児は羨望の的である人
と同じように（か身代わりに）なりたいばかりに，羨ましく思う人を空想や白昼夢の中に絶え
5
ず登場させ，潜在的にその人の役割を実行に移し始める（潜在学習）。このように幼児が何ら
はっきりとした報酬を受け取っていないにも拘らず，あたかも両親と同じように感じ，行い，
考えているかのように無意識に振る舞うようになることを心理学者は同一視と呼んで注目して
きた。同一視は元来フロイトが，治療中の患者が潜在的に何故か親に強い罪の感情をいだいて
おり，それが幼児期の両親との関係に基づいていることに着目し，超自我（良心）と名付けた
のが始まりである。幼児がこのように潜在的にその役割を学習する同一視の相手が絶えず自分
に欲しい物を与え，惜しみなく愛情を注ぎ，自尊心を育てこの世に対する信頼感を育んでくれ
る場合には，当然それだけ子どもはエリクソンの言うように愛他的で，この世に対する信頼感
を増す。そしてその子どもの利他的行為に強い称賛（顕在的な強化）が与えられれば，効果は
一層絶大となろう。ジェムズ・ブライアンらの最近の研究1°）でも，家族の老が子どもの自由な
感情表現を奨励し，親たち自身が競争心や地位の追求よりもむしろ協力的態度を重視するな
ら，子どもたちもそれだけ愛他的関心を発達させることをはっきり示している。
　しかし両親が子どもに与えるものは，決してこのような快適な経験ばかりではない。子ども
の要求に注意を払い過ぎる親は，要求ばかりする子を作りがちである。だからやがて親は逆に
大切なものを与えずに，一時保留して罰を与える甘くない存在としても機能し始める。それに
っれて子どもの両親に対する態度も当然複雑で，アンビバレントな両価的なものとなる。従っ
てこの重要な時期に，逆にむしろこれまで絶えず価値を置くように学習してきたもの，例えば
食物や金銭や愛情，それに恐怖や苦痛からの解除等を受け取りたい時に，きまってそれに待っ
たをかける。そして一時それを与えないでおくだけの実力を示す人の方が，子どもたちの注意
と関心を釣り上げる。そして彼らが知らず知らずのうちに空想や白昼夢の中でその役割を演じ
始め，遂には実際に仲間に対しても同じように格好いい振る舞いをして実力を示そうとし始め
ることは大いにあり得ることである。特に現在のように物がふんだんに与えられ，何によらず
欲求が充たされるなれあいの甘い環境では，与える方は余り目立たない。むしろ子どもたちと
の間に絶えず一定の距離を保ち，しかも子どもたちにとって最も重要なものを与えずさしとめ
ておく（withhold）だけの実力（権力）のあることを絶えず印象づける人の方が，子どもたち
の羨望の念を（恐怖と憎悪も潜在的に混在するからなおのこと）かりたて易い。「甘すぎる母
親が思いもかけず自分の子どもが，厳しい父親に似た暴君のような振る舞いを自分に対してし
始める」のを見てびっくりするのなどは，その格好の例である。
　もっとも，同一視する人物の役割を潜在的に学習することと，それを顕在的に演技すること
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との間にはかなりの開きがあり，実際にはもっと複雑であろう。チャイルドによると11），幼児
期の父親不在はそれだけ多く「母親への同一視を生み，男の子は早くから女性化した行動と低
い攻撃性を学習する。」しかしアメリカでは，男の子が顕在的にそのように演技すると辱めら
れ罰せられる（お前は男の子だろう。もっと強いはずだぞ等）。このような環境では，幼児期
6　一
の観察学習が「成長期の少年の自我像の一部として残存していても，女性的役割演技が顕在化
することはめったにない。」青年期になると潜在的に女性性を維持すればするほど，特に後年
むしろ「受け入れられる程度に男性的になろうとする戦いの行き過ぎた反動として誇張された
攻撃行動，暴力的非行的，男尊的行動に訴える傾向がある。」従って，「幼い少年にとって父親
像が手近に存在しない文化は，それだけ高い犯罪発生率を示す傾向がある」といっている。戦
前の日本の慈母厳父体制は，たくまずしてある意味ではこのような例を歴史の中で派手に演じ
て見せた格好の例だったと言えるかも知れない。
　我が国は元来母性がかった文化だと言う人もある。それはともかく戦後は特に厳父が自信を
失って，子どものことは母親まかせといった精神的父親不在の家庭が増えたことも事実であ
る。その結果は，母親からいつまでも離れられない，妙に優しい女性化した男の子，いつまで
もおとなになれないモラトリアム青年，挙げ句の果ては華々しく登場した2，3の女性会社社
長から，「失礼だが，最近の若い大卒男子学生は甚だ頼りない」との就職試験の面接評価を受
けるまでになっている。
　「不愉快なテレビ俳優のようなコノ・モテの演技」をし続けて飽きない超タカ派の首相が思い
もかけず高い人気を続けている。これなどは戦後母（女）性化しすぎた文化が受け入れられる
程度に男性的になろう（羨望）とする時代錯誤的な，行き過ぎた反動としての「攻撃的，非行
的，男尊的」願望の現れであろうか？　しかも本人たちはそのことを知らない。だからこそ一
層子どもたちを取り巻く世界が，危険で悲劇的なものになろうとしているとも言えよう。アナ
クロニズムも甚だしいと言うべきかも知れない。
　話を元に戻そう。ホワイティングの羨望に基づいて「意図に反した子どもが育つ」ことの指
　　　　　　　　　しつけ摘は，子どもが戦後の躾を放棄したかの感がある甘い家庭から，表面的には民主的に装われた
（P）学校に上がる時に一層あてはまるかも知れない。欲しいものは何でも与えられ，事実上
躾を放棄したような甘い環境で育てられた子どもたちが学校に上がると，教師たちは母親とは
対照的に児童との間に一定の距離を保ち，しかも母親等から最も価値の高いものと言われてい
るもの，学業成績の承認，従って自尊心をさしとめることのできるオールマイティを持った存
在として登場する。成績以外，即ち自由や愛情，苦痛や恐怖からの解除はN親に劣らず，戦後
の多くの教師は惜しみなく与えてきたつもりであったかも知れない。しかし子どもたちにとっ
て肝心の成績に関しては多くの場合それの承認を留保する強権の持ち主として機能している。
子どもは生殺与奪の権を握る権威主義的暴君から，勉強を強いられていることになる。教師た
ちは怠けると厳しくチェックし，容赦なく罰する存在としてしかとらえられていないことは，
前述の岩手の本が全くそれを証明している12）。しかも教師たちは本質的にはそのことを知らな
い。生徒たちの中に生殺与奪の権を握る教師の地位を羨んで潜在的にその役割を真似，2，3
の歪んだ行為に止まらず，権威主義的な個人的スタイルまで内面化する者が出て来るのはむし
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ろ当然の道行きであろう。「バカ！　落ちこぼれ」かって問題になったことのある，東京都高
校野球予選で負けそうになったエリート校から，期せずして発せられた相手校への合唱は，ま
さにそのことを示している13）。むろん相手校の痛みなど解るはずはない。
　自分は甚だ民主的で子どもの側に立って学習させている。いや少なくとも生徒にとって良い
教師であろうと努力していることだけは事実だ，と思い続けてきた。前述の甘い母親のように。
しかし子どもたちにとっては肝心かなめの，一番大切なものだけは専ら拒絶している戦前の厳
父のように機能してきたことになる。しかもこのことの持つ意味には本質的には，本人たちは
気がついていない。戦後の教師たちの悲劇はここにあったとも言えよう。生徒の為を思い，生
徒たちの為に努力しているこの俺がなぜ，彼らの憎悪の的にならなければならないのか。前述
の当てがはずれてびっくりしている母親像は，全く甘い戦後の教師像にもあてはまる。同一視
によって教師から潜在学習した権威主義的暴君的スタイルは，まずは弱い甘い母親や父親に，
次いで守りを固める前の甘い教師に向けられた。しかし戸塚ヨットスクールに象徴されるよう
に，また体罰教師に象徴されるように次第におとなの側のガードが固められてきた。厳しい規
則でがんじがらめにする等権威主義的な厳しい指導の仕方が強められるにつれ，その矛先が向
きを変え専ら弱い仲間に向かって発散され始めた。それがいじめの氾濫であろう。
4．　専制的権威主義的リーダーと子どもたち
　集団の雰囲気の違い，特に指導者の態度がメンバーたちにどのように違った反応傾向を作り
出すかについては，既にクルト・レヴィンらが1930年代末にアメリカで行った有名な古典的研
究がある。14）彼らは11才の少年たちのクラブ活動で，おとなのリーダーの指導の仕方を民主的
と専制的にすることによって，その結果を比較した。
　その結果，民主的集団ではリーダーとメンバー間はもとより，メンバー同志でも意志が極め
てよく疎通し，自由な対話が行われるようになった。メンバーたちは「我々」という呼称を用
いて話すことが多く，活動の方針にっいてもお互いに数々の示唆を与え合い，リーダーに対し
ても強い愛着を示した。これに反して専制的集団ではリーダーのみがコミュニケーションの中
心になり，それも自発的というよりも形式的なもので，話題も専らクラブ活動だけに限られ
た。そして無感動，アパシ，やる気の無さ，リーダーへの依存性がメンバーの主要な特徴とな
る一方，大量の敵意が生み出された。しかしその敵意は通例集団内のスケープゴート（身代わ
り）に向けられ，ご本尊のリーダーにむけられることは決して無かった。
　このように指導老によって醸成された憎悪，敵意が恐怖に操作されて向きを変え，より安全
な対象に向かって発散されることは，ミラーらの転位15）によっても効果的に説明されている。
転位（displacement）とは図2に示されるように，通常教師に叱られた男の子の抱く敵意より
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図2　転位：恐怖と憎しみの般化勾配の交互作用
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も，恐怖感の方が上回るから，その場はじっと我慢する。しかし恐怖は対象から遠ざかるにっ
れて急下降するが，敵意は遠ざかっても容易に下降せず，発散を求めて欝血し，やがて下降線
を辿る恐怖を上回るようになる（恐怖回避勾配と敵意接近勾配の交差）。家に帰った男の子が
恐怖が下回るより安全な対象，妹をスケープゴートに蹴飛ばして敵意を発散するような現象の
ことである。その妹が怒りを猫を蹴飛ばすことによって発散すれば，もう一つの転位が成立す
ることになる。前述のいじめの氾濫は，いかにも権威主義的に振る舞うおとなに抱いた羨望の
念に操作され，自ら学んだ権威主義的スタイルに従って，始めは欝血した敵意を甘い母親や教
師に向かって発散した（近路反応）が，次第におとなの側のガードが固められ，恐怖がつり上
げられるにつれ，逃げ場を求めて向きを変え，より安全な仲間の中からスケープゴートを探し
て敵意を束（いじめ集団）になって発散しているものと言えよう。
　もっともこの過程で前述のように校内暴力やいじめで荒れた学校を教師，父母，生徒会等の
連帯で克服しようとする優れた実践活動が起こり，遅ればせながら努力が続けられている。確
かにこれらの教育実践は，今何をなさねばならないか，何が教師に求められているかについて
多くのことを示唆している。しかし忘れてならないことは，その活動が子どもたちにとって何
が一番大切であるかを知り，その大切なものを教師や親自らが尊重していくこと。そしてそれ
を伸ばしていくものとして機能しない限り，表面的にはいじめをなくしていくことができると
しても，根本的な解決にはならないだろうということである。
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5．独特の日本的スタイル
　前述の日本青少年研究所の日米いじめ調査で最も問題となった日本側の一つの点は，大量の
敵意が醸成され，子どもたちが教師の見ていない所でスケープゴートを探し求めていじめてい
ること。それとともに，そのいじめに積極，消極的に同調する（加担者から見て見ぬふりをす
る者までの）生徒が甚だ多いことであった。もちろんこの結果には，学級の生徒数が半分の20
人前後で，カウンセリング体制のゆきわたっているアメリカ側との16）条件の違いが影響してい
ることは間違いない。が，この独特の日本的スタイルについて考えていくための糸口が，総理
府の行った6ケ国調査でも示されている。
　この調査では日本の子どもの行動に，オモテとウラがあることが目だった。それによるとわ
が国では，良い子が学校では韓国に次いで圧倒的に多いのに，仲間関係になると一番少なく，
家庭内では殆ど暴君のようになっており，この3場面の行為が分裂して一貫性の無いのがたい
へん目だった。これに対してアメリカは学校では一番良い子が少なかったが，仲間，家庭とそ
の行為に最も一貫性があるのがその特徴で，この両国はこの点で全く対照的になっていた。因
みに隣国韓国は6ケ国中この3生活領域で最も良い子が多かったが，中では仲間関係が一番悪
く，この中に自罰型（例えば，喧嘩になりそうになると自分が悪かったと初めから降りてしま
う型）が異常に多く含まれていたのが特徴であった（図3参照）。
　　　　　　図3　青少年の行動様式（従順型）の年齢別推移の比較，総理府，1981年
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　この結：果を見て調査者は日本の子どもたちがウチとソトに伴うウラとオモテ，本音と建前と
いう二重構造の支配する日本社会の特徴を既にこの段階で内面化しているという意味で，文化
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に適応した発達をしていると指摘していた。確かに世の中は杓子定規にはいかないだろう。ま
たアメリカや韓国が一一maに好いとも言えないことはむろんである。長い間に狭い島国の中でう
まくやっていくために作り出してきた先輩達の知恵であり，よく言われる罪と恥の文化の違い
ということもあろう。しかし今は国際化時代でもある。また前述の千石所長の指摘する友達関
係が悪化し，教師の見ているところでは良い子だが，見ていないところではいじめが横行する。
そして見て見ぬふりの子が増え，人間不信が高まり，学校を嫌がり，自殺者を出したり，家庭
内暴力の多発していることまでも，この使い分けがうまくなっていると涼しい顔をしていられ
るかどうか？　いずれにしてもこの使い分けの構造が再び過剰になり過ぎたり，またその中に
過ちを繰り返す萌芽が含まれているとしたら，今のうちに正すところは正しておかないと，忌
まわしい歴史を再び繰り返すことにならないか？　愚か者は自ら経験することによって学ぶ
が，我々は他人の経験（歴史）から賢く学ばねばならない17）。
　つまりここで押さえておかなければならない一つのことは，わが国では戦後も教師の見てい
るところではまだ良い子が多いらしい。だから見ていない時にも，さまざまな周囲の誘惑にう
ちかって善良な行動をし続ける習性一良心の尺度一を子どもたちに育成するにはどうした
らよいかということであろう。ロッキード事件以来の総理大臣選びや，世界中の物資が集めら
れているのをよしとする現状などから，わが国の文化は恥（質）の文化から今や数（量）と力
の文化に変わりつつあるという人もある18）。が，その一方でこのように子どもの行動に一貫性
を育てず，オモテとウラの使い分けの伝統の方は奨励し続けていたら，教師はますます子ども
たちを見えない世界に追いやってしまうことになりはしないか？　そしてそのツケは前述のよ
うに間違いなく自分のところへはね返って来るのだから。
　体罰もむろん加えてはならないことになっている。従って，体罰が明るみに出ると，校長も
教師も世間に向かって謝罪する。そして応分（～）の処分も行われてはいる。しかし実際には
体罰は絶えないし，体罰を加えない教師はむしろ同僚から生ぬるいと考えられる風潮が一般化
しようとしている。そして自分では特に罰による躾はしないで良い子になっている父親に代わ
って，甘い育ちの子どもに守らせる罰則の伴う規則をやたらに作らせ，守らないと体罰を加
え，びしびし指導してくれることを教師に望む親たちが背景にいる。だから一部の硬派の教師
がこの風潮に乗って羊（～）の群から飛び出して体罰をふるうと，外野席から待ってましたと
ばかり声がかかる。そして今や頃合と見て，この暗い厳しい風潮に生徒指導等のきれいな言葉
を並べてオスミツキを与え，じわじわと締め付けの体制の仕上げをしようとしているのが，臨
教審や文部省の一部の恐い先生たちと言ってもよかろう。だからこそ，その言動が衆目を集
め，固唾を飲んで見守られている。そしてこのような本音と建前を上手に使い分ける路線にう
まく乗れないでもたもたする老がはみ出すと，「要領が悪い，タルンでいる」とよってたかっ
て見せしめのようにいじめぬいて実態に巧妙にふたをする。戦前の軍隊に典型的に見られた得
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意のなれあい的日本スタイル（モデル）が仕上げられようとしている。構想されている教職適
格審査会はこのような要領の悪い老を省くよう機能するかも知れない。それに対して子どもた
ちも極めて敏感に反応する，つまり表面は良い子で，要領の良い仲間に要領の悪い仲間をいじ
めさせ，直接関係の無い者は見て見ぬふりをして，その場を糊塗する。そして巧妙に教師がど
こまで気が付き，介入してくるかを計りながら，親に告げ口すると，一一ma蛇の生殺しよろしく
いじめぬき，つげ口を封ずるスタイルが，作り上げられようとしているのではないか？
　子どもたちは前述のようにはっきりとした報酬を何ら受け取っていないのに，あたかも両親
と同じように感じ，’同じように行い，同じように考えているかのように振る舞おうとする。そ
してやがて親たちがいない時にも，さまざまな誘惑にうちかってそのような行動を行えという
機制に従う習慣を発達させる。そしてそれに反して誘惑に負けて，してはならぬと信じている
こと（親の教え，即ち良心に反する行動）をしてしまった時には，何故か前述のように激しい
罪の感情を抱きいわゆる良心の呵責に苛まれるようになる。しかしむろん，このような心的機
制は同じように誰にでも同程度に形成されるものではない。フロイトの言うように，人はしば
しば良心過大になったり，また逆に甚だ良心の過小な人もできあがる。我々が今まさに経験し
ているように，むしろ周囲の風潮に惑わされず何が正しいかを読み取って，良心に従って行動
する強い子どもを育てることは容易ではない。多くの子どもはともすればこのどちらかに，し
かも極端にずれ易い環境ができあがってしまっているとも言える。
6．いびつな環境における困雑な課題
　ウインフレッド・ヒルによると’9），人がしてはならないと信じていることをした時に抱くこ
の罪の感情は，しばしば自己批判を含んでいる。告白を聴いてくれ罰を加えることによって救
ってくれる権威者（牧師等）を探し求めるなど，罰によって罪の感情を低減しようとする欲求
が含まれている。だから我々は悪いことをすると，その罪の償いをするために自分自身を傷っ
けたり，傷つけてもらうよう仕向けたりする。そしてこの罰による罪の低減は，やがてある人
々にとってはたいへん大きな満足をもたらすようになる。このため，告白による満足を得よう
として罪を犯したり，甚だしい時にはフロイトが治療したような良心過大症的病人に仕立てた
りもする。
　このように良心過大症気味になって動きがとれず内向的になっている子ども。外罰等によっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kて圧倒されたり（前述の自罰型のように），生まれつきの体の弱さ等から動きが鈍く，友達も
できず，内向的になっている自信喪失の子どもたち（羊の群）。彼らが前述の敵意を抱く権威
主義的な子どもにスケープゴートにされいじめの対象になることは，大いにありうるとであろ
う。権威主義的評価などによって突き放され，学校で味わう失敗や失望感が，周りで自分より
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ももっと失敗や失望感を味わってしかるべきなのに放置されていると感じるこうした子どもた
ちの存在と連合されることがある。こうした場合彼らに対して抱く非好意的な態度は，次のよ
うな発言として表れる。「あいつらこそ失敗や失望をさせられるべきなのに，どうしてこの俺
ばかりがこんなみじめな気持ちを味わされなければならないのかね」。人は自分の不都合の責
任を他人に転嫁することによって，人為的に劣等感を補償しようとする。周囲で同じようにた
えず失敗や失望感を味わされている多くのメンバーが，積極，消極の同調者になるのはむしろ
当然のなりゆきと言えよう。むろん転嫁の相手は比較的うまくやっている子どもの方とも連合
される。そのような際の発言は，「周りにも大勢の仲間がいるというのに，どうして君だけが
うまくいくのかね」2°）。同じようにこのようにして自尊心を高めようとする。この子らが異人
種か移民，帰国子女等の異質の条件を持つ子である時には，転位（いじめ）効果はそれだけ増
幅され，情け容赦の無いものになっていくだろうことは，前述の図2の般化勾配の交互作用に
よってもはっきりと示されている。
　このような環境では子どもたちを人の見ていない所でこうしたいじめの誘惑にうち勝ち，同
調者になることも拒み，善良な行動をとり続けることのできる強固な良心を持つ子どもたちに
育てることはなかなか容易ではないだろう。ヒルによるとそのような強固な良心を持つ子ども
を調べてみると，何か悪いこと（例えばいじめ）をした時，「親に詫びをいれるとか，償いを
するとか，個人的な責めを甘受するというような，悪行動について何らかの象徴的自己否定
（symbolic　renunciation）を行うまでは，許しを与えられ」ていない子に多いと言う。この際
「親たちとの感情的緊張が緩和されることが，子どもの自己否定にたいする賞の役割を果た
す」わけである。このような「象徴的自己否定の機制が，悪行をしでかす前に働くような自動
的習慣が幼い時に」形成される限り，「どんな躾をしようが子どもの心に強固な良心を」育成
できると言っている。
　これに反して悪いことをした子どもに体罰が加えられたり，特権を撤回したり，物質的な賞
が留保される権威主義的な方法がとられると，そのような自己否定を行う必要がなくなる。
「問題はある意味ではてっとり早く解決される。」つまり「外罰は自己否定や告白の習性を強
化する効果は少なく，」むしろその過程を省き，この重要な時期にそのような体験をさせず，
良心の発芽を摘み取ってしまうことにもなる。そして感情的な愛の繋がりの代わりに，恐怖や
憎悪と共にそれとはアンビバレントな羨望の念を醸成し，それを安易に他者に転位して発散さ
せる弱い者いじめの，いわゆる権威主義的な良心過小な子どもに育てることになる。前述のレ
ヴィンの一貫して感情的繋がりを重視する民主的リーダーとは対照的な，メンバーとの間に常
に一定の距離を保ち，物質的留保等外罰に頼って「自分への忠誠心と仕事の能率を操作しよう
とする」権威主義的で専制的なリーダー。彼が愛他感情の代わりに大量の敵意を醸成し，その
やり方を真似て（羨望による同一視）メンバーがリーダーの見ていない所でスケープゴートを
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探し出して転位発散させたのはこのためである。戦前の外罰で固められた軍隊がいじめ集団と
化し，敵国人に対してはともかく，敗走する際に満州や沖縄で非戦闘員の同胞に対しても示し
た数々の非人道（反良心）的行動はそのような集団における，悲劇的な末路を象徴していると
言えよう。
　しかしその軍隊も一方では敵に対してはたいへん強く，死を恐れない自爆（罰）型特攻精神
によって，世界一勇敢な最強の軍隊として敵国から恐れられてもいた。ロバート・ミードはア
メリカとは違って，比較的専制的な文化の中でもレヴィンの言うように，集団の民主的な構造
が前述のようにはっきりと優れた効果をあげるものかどうかに疑問を抱いた。北インドでヒン
ズー少年の集団を使って，レヴィンと同じように民主的リーダーと専制的リーダーのもとで作
業させて比較してみた21）。僅か6週間の実験期間ではあったが，その期間を通じてモラールは
もとより完了した作業の量も質も，アメリカでの研究とは全く逆にすべて専制的集団に軍配が
上がった。このような結果は，比較的専制的な国家の中で育った若老たちには，専制的な作業
集団の雰囲気がなじみ，それだけ快適にやっていけることを示唆しているのではないか，と言
っている。
7．繰り返されようとしている危険な賭
　いずれにしても強固な良心は「物質に方向づけられた方法（物質的賞，特権の撤回等の外
罰）や体罰によってではなく，前述の愛を中心とする感情に方向づけられた方法（例えば称
賛，孤独，愛の撤回等の感情）によって育成され」易いことは，ロバート・シアーズらの研究
によっても明かにされている22）。
　戦後日本は物質的追求によってかつてない程豊かになったが，その一一方でもっと大切なもの
を失ってきているのではないか，という声をよく聞く。例えば長い滞外生活の後に帰国した人
々の印象には，次のような点が目だっている。物の追求によって日本は豊かになったが，「人
間の心の方は歴史にかってない位貧しくなってきているのでは……敗戦のドサクサ時代子ども
と親を抱えて苦労したが，人の心だけはもうちょっと暖かだった。」23）とか。街を歩く人は皆世
界中の一流品を着こみ，街自身も綺麗になったが，新幹線の駅のように皆同じタイプになり，
街を歩く人々の表情は無感情で「歩き方のテンポは画一的，余りにも無表情で他人に無関心で
ある。」とか。戦前から日本をよく知っているヨーロッパ人が，最近の「日本人は心を無くし
て，機械的で，不気味」24）だと言っている，等々。そしてこのような違和感は，飛行場から東
京に足を踏みいれた瞬間から感じるともいう。
　確かに紀元節を国家的行事に格上げし，靖国神社に閣僚を引き連れて参拝し，高らかに柏手
を響かせ，違憲的自衛隊の増強にのみ力を入れているかのような，タカ派の首相の高人気は，
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さすがにかげりはじめたが，そのようなタカ派的風潮はなお続いている。そのお声がかりでで
きた臨教審や中教審路線に象徴される文部省の厳しい外罰（成績至上主義）に方向づけられた
管理体制。それによって教師と子どもの学校構造が専制的権威主義によってがんじがらめにさ
れても，一時的表面的には戦前の日本の軍隊のように，モラールも作業の質も量もそれなりに
高まり，維持し続けることができるかも知れない。すなわち強力な国際的いじめ集団としては
高い質と量を再び示すかもしれない。しかしその末路が戦前の軍隊国家よりも，例えば恥（感
情）よりも気味悪い数（物質）と力の文化に変質したという言葉にも象徴されているように，
一一一w悲劇的な運命を辿らなければよいがと懸念するのは，むろん以上のように私だけではない
のである。
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